
SHIBATA RACING TEAM

#31 SOBAGIRI KOUDAI

SPONSOR PROPOSAL

2026 年度レース活動のご支援をお願い致します



D1 GRAND PRIX(D1GP) とは !?
Made in JAPAN のモータースポーツである。

世界 40か国で開催されるに至ったドリフト競技のパイオニアである。
1分で勝負がつくエンターテイメントスポーツである。
2017 年に FIA が認定したモータースポーツである。

2020 年に 20 周年を迎えた日本が世界に誇る自動車競技である。

2024 年　開催数　全 10 戦 (5 会場 +2 イベント )

観客動員数　291,991 名
公式動画配信　3,597,553 回再生

2025 年　開催数　全 10 戦 (5 会場 +2 イベント )

観客動員数　323,880 名
公式動画配信　3,048,026 回再生

D1 のお客様属性

年齢分布
～ 19 歳　8%
20~29 歳　21%
30~39 歳　18%
40~49 歳　26%
50~60 以上　27%

新規ユーザー獲得率 20%

D1 との接触経路
D1GP ホームページ　44%
SNS　43%
知人友人　13%

来場客の年齢分布には全体的に大きな偏りがなく幅広い年齢層に支持されていることがうかがえます。
昨今の推し活ブームもあり若手ドライバー目当ての女性、ファミリー層の増加をレース現場で感じることも多くなってきました。
モータースポーツイベントではリピート率の高さが目立ちますが、30%以上の新規顧客の獲得に成功しました。

Xを中心に SNS を活用した周知や、イベント当日のライブ配信などで多くのお客様との接触に成功しています。
公式動画の再生数も 300 万回以上の再生数となり国内ドリフト競技再生数で TOP を独走しております。



FORMULA DRIFT JAPAN(FDJ) とは !?
FORMULA DRIFT（フォーミュラ・ドリフト）は、

市販車をベースに改造された車両でドリフト走行の技術を競う、
アメリカ発祥のモータースポーツ

YouTube 再生数
対象：公式 YouTube チャンネル配信（2025 年シーズン）

主要動画の再生数レンジ：約 10 万～20 万回／本
代表例

決勝（TOP16～FINAL）：約 10 万～12 万回
予選配信：約 15 万～18 万回

傾向：各ラウンドの公式配信が安定して 10 万回超を記録
→ 一定規模のオンライン視聴リーチを確保

※数値は公開されている公式チャンネル表示に基づく概算。「10 万回超の安定した視聴実績」

FORMULA DRIFT JAPAN（FDJ）の今後の発展要因
■ 1) 国内モータースポーツ市場での地位強化
FDJ は日本国内でシリーズとして継続的に開催されており、年間 6戦のレースが定着して
いる。2026 年も同規模で開催計画が公開されている。
→ これはイベントの継続可能性と運営基盤が確立されつつあることを示す。

■ 2) 競技性・プロフェッショナル化の深化
年間エントリー枠が設定され、定員に達する可能性があることから参戦チームの固定化と
プロ意識の向上が予測される。
→ 競技レベルの安定化、参戦者コミュニティの厚み増加につながる。

■ 3) 観客体験の向上・ファンベース拡大
FDJ はオープンパドックや観戦者とドライバーの距離が近い演出を導入している（2025 年
運営方針より）。
→ 体験型イベントとしての魅力向上が見込め、固定ファンの増加、特に若年層へのリーチ
強化につながる。

2025 FUJI XTREME DAY with FORMULA DRIFT JAPAN（富士スピードウェイ）

総来場者数（3日間）: 延べ 9,400 人
→ 2025 年 4 月 25～27 日に開催されたイベントの合計動員数です。
各ラウンド公式発表がないものの本国アメリカを中心に観客動員数は増加傾向にあります

■ 4) 世界的ドリフト人気との連動
ドリフト文化は日本発祥であり、海外大会（米国 Formula Drift 等）の人気と相互作用しやす
い土壌がある。日本国内でのシリーズ拡大はグローバルブランド価値の向上と連動する可能
性がある。

■ 5) 他シリーズ（D1グランプリ等）との関係
国内ドリフトシリーズとしては D1 グランプリ が長く人気を保っており、FDJ との共存や競
争が市場全体を活性化させる可能性がある。
→ FDJ は差別化ポイント（審査基準や観客体験）を明確にすることで競争優位性を確立できる。

■ 6) メディア露出とデジタル発信
公式 SNS や YouTube 等でのコンテンツ発信が活発化しており、オンライン視聴者の増加が
期待できる（公式 SNS データあり）。
→ デジタルマーケティング活用で国内外の潜在ファン獲得余地が大きい。



Attack とは !?
ATTACK 筑波は日本のタイムアタックイベントの中核であり、

筑波サーキットを舞台にチューニングカーが最速ラップを競う競技型イベントです。
プロ・アマ問わず多くのエントラントが参戦し、

チューニング文化を象徴する大会として人気を集めています。
競技形式・参加者中心の運営・多様な車両バリエーションが特徴です。

Attack 筑波（タイムアタック）の今後の発展展望
■ 1) 国際化・海外参加機会の拡大
イベント公式で海外観戦・参加サポート窓口（JDM Tour Desk）を設置する動きがあり、
海外ファン・エントラント誘致の余地が生まれている。
→ 日本発のタイムアタック文化を国際的に発信し、来場者・参戦者の国際比率増加が期待
される。

■ 2) 参加者・競技レベルの深化
Attack 筑波はエントリー数が多く、基準タイムや複数クラス設定で高度なタイムアタック
競技としての成熟を進めている。
→ 競技性向上に伴い、ショップ製作車両やプロフェッショナルドライバーの参加が増え、
競技レベル全体が上昇する可能性がある。

■ 3) 年間走行会との連携強化
本戦以外に走行会／スーパーラップ走行枠を設けたプレイベントが実施されるなど、通年
系プログラムの充実が進行中。
→ 季節を通じた参加機会の提供が、Attack 全体のコミュニティ形成と継続的参加者増加に
つながる。

■ 4) 参加者コミュニティの拡大
筑波サーキットは国内タイムアタック文化の核であり、Attack はその象徴的イベントとして
認知されている。
→ 車両・ドライバーのアップデートやイベント横断的なファン交流が活発化すると、競技外
フォロワー層（YouTube や SNS での視聴者等）の拡大につながる可能性が高い。

■ 5) スポンサー・ブランド価値の向上
冠スポンサーや多数の企業協賛が継続的に付くことで、イベントとしてのブランド力強化が
進む。
→ 安定スポンサー収益が確保されれば、開催規模の拡大や演出強化が進展する可能性がある。



2025 年シリーズ
スポンサー企業 50 社　個人スポンサー 36 名様に支えていただきました



海外レース参戦 !!



D1GP 参戦車両
車両：GR86
エンジン : VR38 4100cc 1300hp
タービン : GT75100BB
コンピューター : LINK
ミッション : ALBINS
タイヤ：SHIBATIRE REVIMAX R23 265/35R18(Front)
　　　　SHIBATIRE REVIMAX R23 285/35ZR20(Rear)
ホイール： SHIBAHWEEL 18 インチ off +25(Front)
　　　　    SHIBAHWEEL  20 インチ off +12(Rear)
エアロ : SHIBATA
足回り : 車高調 JIC　ナックルWISEFAB 
　　　   キャリパー ENDLESS

ドライバー
蕎麦切広大
1996 年 3 月 22 日生 (29 歳 )
神奈川県出身
身長：165cm
参戦レース : D1GP、FDJ、Attack

実績
2018 年 9 月 ドリフトキングダム Rd.6 チャレンジエキスパートクラス準優勝   D1LIGHTS 出場権獲得
2019 年 3 月 MSC チャレンジ Rd.2 エキスパートクラス優勝   FORMULA DRIFT JAPAN 出場権獲得
2019 年 D1LIGHTS　年間ランキング 13 位　D1GP 出場権獲得
2020 年 D1GP ドライバーズランキング 18 位　単走シリーズランキング 13 位　シリーズ新人賞受賞
2021 年 D1GP ドライバーズランキング 14 位　単走シリーズランキング 9 位　　第 7 戦 単走優勝
2022 年 D1GP ドライバーズランキング 7位　単走シリーズランキング 2位
2023 年 D1GP ドライバーズランキング 5位　単走シリーズランキング 2位
2024 年 D1GP ドライバーズランキング 4位　単走シリーズランキング 2位 

2025 年 D1GP
ドライバーズランキング 2 位
単走シリーズランキング 1 位

D1GP シリーズ準優勝 !! 単走シリーズチャンピオン獲得 !!

■ 第１戦　OKUIBUKI
単走：9位
追走：11 位
■ 第２戦　OKUIBUKI  
単走：16 位
追走：4位
■ 第３戦　TSUKUBA
単走：準優勝
追走：6位
■ 第４戦　TSUKUBA
単走：4位
追走：6位

■ 第 5戦 　EBISU
単走：優勝
追走：準優勝
■ 第 6戦 　EBISU
単走：3位
追走：優勝
■第 7戦　AUTOPOLIS
単走：3位
追走：優勝
■第 8戦 　AUTOPOLIS
単走：優勝
追走：5位

シリーズ成績　Series Results D1GP 2025

■第 9戦 　TOKYODRIFT
単走：10 位
追走：4位
■第 10 戦 　TOKYODRIFT
単走：8位
追走：10 位

2026　SHIBATA RACING TEAM  

マシン名：
R31HOUSE SHIBATIRE MOTUL AME

マシン名：
SHIBATA x VeilSide ( 仮 )



D1 GRAND PRIX(D1GP) 参戦 6 年目
2022 年より「SIBATAIRE」としてサプライヤー契約

2024 年シリーズチーム優勝

FORMULA DRIFT JAPAN(FDJ)
2026 年より「SIBATAIRE」としてサプライヤー契約

Attack Tsukuba
2024 年より「SIBATAIRE」としてメインスポンサー



D1 GRAND PRIX(D1GP) のみならず様々なイベントへ出展

TAS2025 WRC2024 岡崎 SS デモラン 三遠ネオフェニックスブース出展

https://www.facebook.com/r31house

フォロワー　21,644 人

https://www.instagram.com/shibata_r31house/

フォロワー　27,756 人

https://twitter.com/R31HOUSE

フォロワー　44,400 人

https://www.youtube.com/c/SHIBATAR31HOUSE

フォロワー　10,400 人

人気ゲームに 25年シーズンの
マシンが採用されました !!

27 年公開予定 !!
映画「アライブフーン２」
に出演しました



ご協賛各種一覧

項目 内容 ダイヤモンド プラチナ ゴールド シルバー ブロンズ 個人
D1GP･FDJ･Attack　#31蕎麦切広大 ¥6,600,000 ¥3,960,000 ¥1,320,000 ¥792,000 ¥396,000 ¥110,000

車両へのロゴ掲出　3台 〇 〇 〇 〇 〇 〇
レーシングスーツへのロゴ掲出 〇 〇 〇 － － －
ビット選手バナーへのロゴ掲出 〇 〇 － － － －
ピット内スポンサー一覧掲出 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ブース内看板設置 〇 〇 － － － －
チームウエアへのロゴ掲出 〇 〇 － － － －
HPリンク 〇 〇 〇 〇 〇 〇

許諾 SHIBATA、SHIBATIREのロゴ使用許諾 〇 〇 〇 〇 〇 －
レース画像(ご希望の場合はご指示ください) 〇 〇 〇 〇 〇 －
レース映像(ご希望の場合はご指示ください) 〇 〇 － － － －
入場券 指定席 指定席 指定席 特別ご招待券 特別ご招待券 特別ご招待券
記念Tシャツ 5着 5着 2着 1着 1着 1着
記念パネル 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ポスター 〇 〇 〇 〇 〇 〇
弊社SNSを活用した広告 〇(無制限) 〇(年6回) 〇(年3回) － － －
ブースにてサンプリング 〇 〇 － － － －

その他 レース車両及び選手のイベント使用 〇(年2回) 〇(年1回)

ロゴ掲出

提供物

広告

※

※

※
※

※

※掲出されるロゴデータのサイズはスポンサーグレードによって異なります。詳しくは担当営業もしくは takagi@r31house.co.jp までお問い合わせください



お問合せ

ご不明な点等ございましたら
takagi@r31house.co.jp

まで、お気軽にお問合せください

D1GP、FDJ、ATTACK 共に、優勝を目指して闘ってまいります
みなさまからのご支援、ご声援賜れましたら幸いです

ご検討のほど何卒よろしくお願いいたします
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